
はもりあフェスタも無事終わりました。今年は 20 周年を記念した催しとなり、エンディングでは、登録グ

ループの皆さんを代表して 5 人の方に登壇いただき、「はもりあ四日市の 20 年とこれから」ということで色々

なお話をしていただきました。はもりあの職員も加わり、会場の皆さんも一体となって、熱のこもったパネル

ディスカッションとなりました。はもりあは、市民の皆さんと共に歩んできたんだなあと改めて思いました。 
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センターだより         はもりあ１０４号 

          ２０１７年３月発行  

「はもりあ」とは造語で、女性と男性の協

働という素敵な“ハーモニー”が奏でられる

“中核エリア”という意味です。 

２00６年 10 月に公募で決定した男女共同

参画センターの愛称です。 

やってみよう楽しいキッズヨガ 

＆ちょこっとさんかく教室 

 

子どもの笑顔を撮ろう！ 
パパのためのカメラ講座(初心者向け) 

＆ちょこっとさんかく教室 

 申込みは、電話・FAX・Ｅメールで「はもりあ四日市」まで。駐車場は、本町プラザ駐車場（車高制限 

あり 155cm まで）又は、市営中央駐車場をご利用ください。（それ以外の駐車場は有料になります） 

ご不明な点がございましたら、「はもりあ四日市」まで、お気軽にお問い合わせください。 

☎354-8331 FAX354-8339 E メール：kyoudousankaku@city.yokkaichi.mie.jp 

 

日 時：３月２５日(土) ９:３０～１１:３０ 

場 所：本町プラザ３階はもりあ会議室他 

対 象：市内在住の小学生以下の子と父 

定 員：１５組(先着順) 

参加費：無料 

持ち物：自分のカメラ、ご自身で撮った 

お気に入りの写真１枚 

その他：無料託児あり（生後 6 カ月から小学校 3

年生程度、3/15 までに要事前申込み）

絵本読み聞かせ時、一人で聞けないお子

さんは託児をお申込みください 

日 時：３月３１日(金)  

   未就学児クラス(親子ヨガ)10:00～ 

   小学生クラス(こどもヨガ)11:00～ 

場 所：本町プラザ３階はもりあこどものへや 

対 象：市内在住の 4 歳～小学生 

（未就学児は保護者同伴） 

定 員：未就学児クラス 10 組・小学生クラス 15  

    名（いずれも先着順）   

参加費：無料 

持ち物：飲み物、動きやすい服装 

その他：無料託児あり（生後 6 カ月から未就学児、

3/21 までに要事前申込み） 

ヨガは各クラス 40 分程度。 
１０：４０～２クラス合同で「ちょこっとさ

んかく教室」がありますので、小学生クラス

は１０：４０までにお越しください 

 

前半は、お父さんはカメラ講座、お子さ
んは絵本の読み聞かせ、後半は、親子で

実践、撮影タイムになります 
 

日 時：３月１１日(土) １４:００～１５:３０ 

場 所：本町プラザ２階 第１会議室 

対 象：市内在住または通勤、通学している方 

講 師：川北 睦子
ち か こ

さん 

   （株式会社Ｅプレゼンス 代表取締役） 

定 員：４０組(先着順) 参加費：無料 

その他：無料託児あり（生後 6 カ月から小学校 3 年生程度、 

    １０名程度まで。3/4 までに要事前申込み） 

【講師：川北睦子さん】 

 女性が「今」、声に出して意思

を伝えることは、子どもたちの

未来にもつながります。 

自分ができることを一緒に考え

ましょう。 

～育児も仕事も 

後悔したくないから！～ 



 

 

企画運営委員会オープニング部会長の開会宣言で、今年のはもりあフェスタは幕を開けま

した。藤井副市長による主催者あいさつの後、はもりあ四日市開設からの２０年を写真映像

でふり返り、男女共同参画の歩みを、参加者の皆さんと共有しました。 

後半は、はもりあに集う登録グループの中から、３グループが活動発表を行い、オープニ

ングを盛り上げました。 

 

 

【活動発表】 
みえ医療福祉生協四日市まんなか支部 
四日市マジック愛好会楽・楽（ラーラ） 
女声合唱Ｌｕｃｅ（ルーチェ） 
 
 

はもりあフェスタの開催期間中、はもりあ四日市の登録グループの

みなさんから、それぞれの活動の紹介をしていただきました。 

２９グループからの参加があり、壁いっぱいの展示となりました。 

 

【写真映像で振り返る２０年】 

 エンディングに先立ち、１２月に就任した森智広

市長が、男女共同参画への思いを話されました。 
エンディングの前半は、はもりあ四日市に２０年

前から関わっていただいている渋谷典子さん（ＮＰ

Ｏ法人参画プラネット代表理事）と、坂倉加代子さ

ん（ＮＰＯ法人四日市男女共同参画研究所代表理

事）による対談を行いました。会場とやりとりする

場面もあり、大変盛り上がりました。 
【会場が盛り上がった対談】 

【パネルディスカッション】 

【森智広市長】 

 後半は、登録グループから５人のみなさんにパネリストとして

参加いただき、それぞれの立場から「はもりあ四日市」や「男女

共同参画」についてパネルディスカッションをしていただきまし

た。会場の参加者からは、「はもりあ四日市の歴史を知ることがで

きた」「２０周年を振り返る素晴らしい企画だった」との感想をい

ただきました。 



 

 

女性の起業支援を目的に、実践の場として開催し

ました。今年は、２４の出店があり、熱気あふれ

るチャレンジショップでした。 

  

 

三重茶農業協同組合、お茶ぱん屋「しおり」、 

三重県立四日市農芸高校の皆さんにも、 

出店いただきました。 
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このコーナーでは、はもりあ四日市のスタッフが、本を読んだ
り、映画を観たり、お話しを聞いたり、また、日々の生活の場面
で感じたことを綴っていきます。 もちろん、『男女共同参画』の
視点   を通してね。 

 

 
 
 
 
 
 
 

今回も、私（４３歳男性）の子育て奮闘記です。 

育休期間が終わり、２月１日から職場に復帰しまし

た。約２カ月間育児・家事に専念したわけですが、本

当に大変でした。冬休みに入った頃から、毎日子ども

たちの言動に対しイライラし、感情のコントロールが

できず、同じことで怒っては自己嫌悪に陥っていまし

た。頭では４歳児に言っても理解できないとわかって

いるはずなのに…(-_-;)  

振り返ってみると、一人でゆっくりと過ごした時間

は一切ありませんでした。お風呂も寝る時もいつも一

緒。主導権は子どもたちにあり振り回されっぱなし。

このような生活を１月末まで送ってきたわけですが、

妻はまだ続いています。今回育休を取って妻から言わ

れた言葉が２つあります。「育休を取ってもらって良か

ったのは、私の本当の大変さをわかってもらったこ

と。」、「育休期間本当にありがとうございました。けれ

ど育休は終わっても育児・家事が終わったわけではあ

りません。」と。しっかりとこの言葉を受け止めたいと

思います。【今も引き続き子どもたちの弁当を作っている担当:Ｙ】 
 

【１階ホールの様子】 

【大盛況のランチコーナー】 

はもりあで活動している登録グループの皆さんによる、ワークショップを開催

しました。はもりあフェスタの趣旨とそれぞれの活動を融合させながら、講座の

企画開催に取り組んでいただきました。 

料理・防災・科学・読み聞かせなど様々なジャンルがあり、各講座とも、多く

の方にご参加いただきました。 

ＬＧＢＴ(性的マイノリティ)講演と、防災・減災女性セミナ

ーを開催しました。それぞれ難しいテーマではありましたが、

参加者からは、熱心な感想が寄せられました。 

 



 

 

                 ＮＰＯ法人四日市男女共同参画研究所 企画・運営 
        

 

市民塾〈ひろば〉in 四日市を始めます… 
 

私たちが毎日の生活を営む家庭や職場、学校といった小さな社会で感じる生きにくさを考え 
声をあげることで、男女共同参画社会づくりに向けての構造的な課題を学び、語り合います。 

 

  ●2017 年のテーマ「私たちの日常生活と人権」6 回シリーズの予定です。 
   ・第 1 回は４／８（土）13:30～16:00 はもりあ会議室 
    「女性の生きがたさ」  NPO 法人四日市男女共同参画研究所代表理事 坂倉 加代子 
   ・参加費は、6 回通し 2,000 円、その都度 1 回 500 円 
 

  ●お問い合わせ・連絡先・お申込みは  ＊熊沢誠 （市民塾〈ひろば〉実行委員会代表） 
                        ☎・Fax ０５９－３７７－２６９８ 
                    ＊坂倉加代子（市民塾〈ひろば〉実行委員会事務局） 
                        ☎ ０８０－３６６１－９０１０ 

個人として参加して頂ける方ならどなたでも大歓迎！またスタッフも募集中です。 
お気軽におたずねください。 

        

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

はもりあ図書コーナーに配架している雑誌について、古いものは３月末に整理します。 

 

○●◎あとがき◎●○ 

  先月の「はもりあフェスタ」には、多くの方にご参加いただきありがとうございました。三寒四温の今日この頃、 

一雨ごとに春は近づき、新たな活力が生まれてくるのを感じながら、男女共により暮らしやすい社会となるよう、

皆さんと一緒に励んでいきたいと思っています。今後もどうかよろしくお願いいたします。 

 

 

近年問題になっている「息子の介護」について、立命館大学の斎藤真緒准教授を講師にお迎えし、第

１回目は「息子の介護がふえる理由」と題し、家族介護の現状や男性がケアすることの課題などについ

て、第２回目は「男性介護のむつかしさ」として、息子の介護の難しさを仕事・家事・地域とのかかわ

りという観点から学びました。第３回目は「息子の介護と私たちが考える公助・共助・互助」をテーマ

に、先の２回の内容をふり返るとともに、ワークショップ形式でグループ討議を行いました。 

参加者には、介護者や専門職の方もみえ、様々な立場の方から、活発な意見交換がされました。 

受講後のアンケートでは「自分たちがこれから何をすべきか、考える 

きっかけになった」「先生のわかりやすい講義と自分の環境を考え、 

興味深かった」といった意見をいただき、今後も個人の問題ではなく、 

社会全体で考えていかなければならない課題であると実感しました。 

【
講
座
の
様
子
】 

登録グループ紹介 


